
小方登教授　最終講義　

題目：ユーラシア大陸：西から東へ
日時：２月17日（金）
　　　午後２時～４時30分
会場：京都大学  吉田南総合館1階　
　　　　　　　　共南11講義室
（参加自由。オンラインZoomでもご参加いただけます。オンライン参加の場合は、地域空間論研究室メンバーに
お声かけください。ZoomのURLをお伝えします。） 主催：人間・環境学研究科　地域空間論研究室

小方先生は奈良大学、奈良女子大学での勤務を経て、平成13年（2001年）に京都大学大学院人間・環境学研究科に
着任されました。爾来22年、地球環境学堂での6年間の流動教員時期を含め、長きにわたって

人間・環境学研究科と総合人間学部の専門教育ならびに全学にむけた教養教育に携わってこられました。
また研究に関しては、衛星画像や数値標高モデルの分析を通した考古・歴史地理学研究や

現代都市空間の時間地理学研究において多大な成果を残してこられました。

ランドサット衛星画像をドレープした立山の地形モデル サブラータ遺跡のフォルム東神殿（リビア）

CORONA衛星写真（クルガン・テパ） ランドサット衛星画像データを用いた
京都盆地周辺の土地被覆分類

本紙背景写真：小方登教授撮影の高野川春景

のお知らせ


